
■問い合わせ

宝塚歌劇インフォメーションセンター　☎0570（00）5100
（午前10時～午後5時、水曜休）
http://kageki.hankyu.co.jp/

観
劇
だ
け
な
ん
て
、も
っ
た
い
な
い
！

大
劇
場
内
を
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

　

宝
塚
大
劇
場
の
館
内
に
は
、

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
レ
ス
ト
ラ
ン

な
ど
、
観
劇
の
合
間
に
楽
し
め

る
ス
ポ
ッ
ト
も
ス
タ
ン
バ
イ
。

　

よ
り
タ
カ
ラ
ヅ
カ
を
満
喫
す

る
な
ら
、
衣
装
や
小
道
具
な
ど

を
展
示
す
る
「
プ
チ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」
と
、
舞
台
衣
装
を
着
て

写
真
が
撮
れ
る
「
ス
テ
ー
ジ
ス

タ
ジ
オ
」
が
オ
ス
ス
メ
。
プ
チ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
、
ト
ッ
プ
ス

タ
ー
が
背
負
う
羽
根
を
間
近
で

見
た
川
合
さ
ん
は
、
そ
の
迫
力

に
ビ
ッ
ク
リ
。
ス
テ
ー
ジ
ス
タ

ジ
オ
の
衣
装
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を

見
た
藤
谷
さ
ん
も
、「
衣
装
の

種
類
が
豊
富
。
あ
の
舞
台
メ
イ

ク
を
体
験
で
き
る
の
も
楽
し
そ

う
」。

　

ラ
ン
チ
や
お
茶
な
ら
、
館
内

各
所
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
。

中
で
も
注
目
は
、
公
演
に
ち
な

ん
だ
メ
ニ
ュ
ー
が
登
場
す
る
、

レ
ス
ト
ラ
ン
「
カ
フ
ェ
テ
ラ

ス
」。
川
合
さ
ん
と
藤
谷
さ
ん

か
ら
は
、「
ラ
ン
チ
か
ら
タ
カ

ラ
ヅ
カ
気
分
に
浸
れ
そ
う
。
食

べ
て
み
た
い
よ
ね
」
と
い
う
声

が
。

　

観
劇
の
後
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

グ
ッ
ズ
を
扱
う
「
キ
ャ
ト
ル
レ

ー
ヴ
」
を
チ
ェ
ッ
ク
。「
こ
の

タ
オ
ル
、
か
わ
い
い
！
」
と
、

ト
ッ
プ
ス
タ
ー
が
デ
ザ
イ
ン
を

監
修
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ

を
川
合
さ
ん
が
手
に
取
れ
ば
、

「
せ
っ
か
く
だ
か
ら
観
劇
の
記

念
に
、
ス
タ
ー
の
写
真
入
り
グ

ッ
ズ
も
い
い
な
」と
藤
谷
さ
ん
。

観
劇
以
外
に
も
、
劇
場
で
の
楽

し
み
は
つ
き
ま
せ
ん
。

Ⓒ宝塚歌劇団

華
や
か
な
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
タ
カ
ラ
ヅ
カ
な
ら
で
は　

Ⓒ
宝
塚
歌
劇
団

　自然光がやさしいレ
ストラン。上演中の作
品イメージを取り入れ
たメニューは1500円
～（写真はイメージ）。
このほか館内には、和・
洋のレストランや、喫
茶・軽食のショップも。

レストラン
「カフェテラス」

　ポーチやステーショナリー、アクセサリーなど、各組の
トップスターが監修したアイテムは普段遣いに。ステー
ジの空気いっぱいの公演グッズも、豊富に並びます。

「キャトルレーヴ」

「プチミュージアム」「ステージスタジオ」
　「プチミュージアム」（写
真）には、実際に舞台で使わ
れた衣装や小道具、デザイ
ン画などが多数展示され、
ビギナーも楽しめる内容が
人気。入館料400円。「ステ
ージスタジオ」では、タカラ
ヅカの名作衣装を着てスタ
ー気分に（5250円～）。舞台
メイクサービスのみ事前予
約が必要。

宝塚歌劇 シティ読者が〝タカラヅカ〟を初観劇

迫
力
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
内
容
に
感
激

　
〝
タ
カ
ラ
ヅ
カ
〞
初
観
劇
の
、

川
合
さ
ん
と
藤
谷
さ
ん
。「
興

味
は
あ
っ
た
の
で
す
が
、
な
か

な
か
観
劇
す
る
キ
ッ
カ
ケ
が
な

く
て
」
と
口
を
揃
え
ま
す
。

　

劇
場
で
は
、
夢
の
入
り
口
に

ふ
さ
わ
し
い
、
流
麗
な
階
段
と

シ
ャ
ン
デ
リ
ア
が
迎
え
て
く
れ

ま
す
。「
オ
シ
ャ
レ
を
し
て
く

れ
ば
、
よ
り
観
劇
の
気
分
が
盛

り
上
が
り
そ
う
」と
藤
谷
さ
ん
。

　

今
回
の
観
劇
は
、
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
と
シ
ョ
ー
の
二
本
立
て
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
見
終
え
た
川

合
さ
ん
か
ら
は
、「
最
初
は
、
女

性
が
男
性
を
演
じ
る
こ
と
に
違

和
感
が
あ
る
か
な
？
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
男
役
の
し
ぐ
さ

も
振
る
舞
い
も
自
然
で
、
ス
ト

ー
リ
ー
に
引
き
込
ま
れ
、
楽
し

め
ま
し
た
」
と
い
う
感
想
が
。

そ
し
て
、「
今
回
初
め
て
、
音
楽

が
生
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
知
り
ま

し
た
。
こ
の
ラ
イ
ブ
感
は
迫
力

が
あ
り
ま
す
ね
〜
」
と
も
。

　

休
憩
の
後
は
、
シ
ョ
ー
が
ス

タ
ー
ト
。
歌
と
踊
り
、
ゴ
ー
ジ

ャ
ス
な
衣
装
と
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

な
場
面
展
開
が
見
所
で
す
。
藤

谷
さ
ん
は
「
予
想
を
裏
切
ら
な

い
豪
華
さ
で
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で

見
た
シ
ョ
ー
を
思
い
出
し
ま
し

た
。
こ
ん
な
き
ら
び
や
か
な
舞

台
を
、
宝
塚
で
も
見
ら
れ
る
な

ん
て
！
」
と
感
激
し
た
様
子
。

　

川
合
さ
ん
は
、
花
・
月
・
雪
・

星
・
宙
と
、
宝
塚
歌
劇
に
五
つ

の
組
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、「
そ

れ
ぞ
れ
の
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
や
、

組
の
個
性
を
見
比
べ
て
み
た
い

な
」。
藤
谷
さ
ん
も
、「
男
性
よ

り
カ
ッ
コ
イ
イ
男
役
の
し
ぐ
さ

に
、
フ
ァ
ン
に
な
る
人
の
気
持

ち
が
わ
か
り
ま
し
た
。
友
人
に

も
、
一
度
見
る
よ
う
に
す
す
め

ま
す
」
と
ニ
ッ
コ
リ
。
タ
カ
ラ

ヅ
カ
の
魅
力
に
触
れ
る
、
よ
い

機
会
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

宝塚

迫
力
満
点
の
舞
台
を
体
験
！

　

華
や
か
で
夢
の
あ
る
舞
台
が
、
多
く
の
フ
ァ
ン
を
魅
了
す
る「
宝
塚
歌
劇
」。本
拠
地
が
関
西
に
あ
る
も
の
の
、

実
際
に
見
た
こ
と
が
な
い
人
も
多
い
の
で
は
？　

そ
ん
な
シ
テ
ィ
読
者
を
代
表
し
て
、
川
合
順
子
さ
ん（
２９
歳
）

と
藤
谷
直
子
さ
ん（
３０
歳
）が
、宝
塚
大
劇
場
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

華
麗
な
る
夢
の

華
や
か
な
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
を
前

に
、こ
こ
か
ら〝
観
劇
モ
ー
ド
〞に

　月組の新トップスターとなった瀬奈じゅん。
9月23日（祝・金）～ 10月31日（月）には、ホ
ームグラウンドである宝塚大劇場で、トップ
披露公演が行われます。上演作品は、ミュー
ジカル・ファンタジー「JAZZYな妖精たち」と、
グランド・レビュー「REVUE OF DREAMS」。
アメリカを舞台に、アイルランド出身の若者
が、妖精の力によって成長する姿を描いたフ
ァンタジックなミュージカルと、華やかな歌
と踊りで、さまざまな夢が繰り広げられるダ
ンシング・レビューは、タカラヅカ初心者にも
オススメ。ぜひチェックしてみて！

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

Ⓒ宝塚歌劇団

月組に新しいトップスター
〝瀬奈じゅん〟誕生

男
役
が

カ
ッ
コ
イ
イ
！

（
川
合
さ
ん
）

豪
華
な
ス
テ
ー
ジ
に

圧
倒
さ
れ
そ
う

（
藤
谷
さ
ん
）


